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 ００００    はじめにはじめにはじめにはじめに    

  
 私は、１０月のプレゼンテイションにおいて、ナチスの権力掌握過程を

取り上げました。今回は、ナチスが権力掌握以降のドイツの拡大および第

２次世界大戦における政策を取り上げ、その背景や影響などについて考え

ていこうと思います。 

  
  
１１１１    ヒトラーヒトラーヒトラーヒトラーのののの考考考考えるえるえるえる第第第第２２２２次世界大戦次世界大戦次世界大戦次世界大戦    

  
 ヒトラーは何を考えて第２次世界大戦を始めたのであろうか。ドイツの

支配領域拡大を目指したのであろうが、それは一体何を目的にしていたの

か。このことに関して興味深い発言がある。それは、１９３９年８月２２

日、すなわち、ポーランド侵攻の直前にヒトラーがドイツ軍司令官に対し

て行ったオーバーザルツベクにおける演説である。この中でのヒトラーの

発言の重要な部分をまとめると以下の①～③のように集約される。 

  
①①①①ヒトラーヒトラーヒトラーヒトラーががががソソソソ連連連連ののののスターリンスターリンスターリンスターリンとととと手手手手をををを握握握握ったったったった（（（（独独独独ソソソソ不可侵条約不可侵条約不可侵条約不可侵条約））））ことにつことにつことにつことにつ

いていていていて    

  
【理由１】 日本は無条件でドイツと行動をともにしない。 

【理由２】 ムッソリーニのイタリアでの権力は国王・教会を抑えること

ができない。 

【目的】 スターリンとともに世界分割開始 

  
②②②②ポーランドポーランドポーランドポーランド侵攻侵攻侵攻侵攻についてについてについてについて    

  
【内容】 ポーランド生まれでポーランド語を話す多くの婦女子を冷酷か

つ無情に掃討 

【目的】 ドイツ人の生活空間獲得 

・・・ドイツ人が移住 

ｃｆ；アルメニア人の虐殺を取り上げ、将来非難されないとポーランド侵

攻についても正当化する。 

【背景】 ポーランド征服は２、３週間で可能。 

  ←ドイツは長期戦が不可能 

  ←フランス・イギリスは攻撃して来ない、と期待 

  
③③③③ポーランドポーランドポーランドポーランド侵攻侵攻侵攻侵攻のののの後後後後    

  
・・・（重病人である）スターリンの死後、ソ連と手を切り、ゲルマン民

族の地球支配を開始。 

この発言などを参考にして、ヒトラーは何を目標に対外政策を行っていっ

たのであろうか。まず、東欧をドイツ民族の生活空間（Lebensraum・レー
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ベンスラオム）とするため、スラヴ民族の一定数を抹殺してドイツ人を植

民し、残りのスラヴ人を奴隷化して大陸を制覇する。ついで、海外植民地

を奪回し、英米と争いながら１世紀くらいの時間をかけて世界を征服し、

ゲルマン民族の地球支配を打ち立てる。そのため、イギリス（保守党はソ

連を最も警戒）の対独宥和政策を利用して、国際連盟中心の集団安全保障

体制を撹乱し、各国に個別的同盟関係に頼らざるを得ない状況に追いやり、

フランスを孤立化させて解体する。これらのことが考えられるだろう。 

  
  
２２２２    欧州戦線概観欧州戦線概観欧州戦線概観欧州戦線概観    

  
では、実際にヒトラー政権成立から第二次世界大戦の終結までを概観し

てみたいと思う。 

 

１９３３年３月、全権委任法を成立させ、絶対権力を握ったナチス党政

権は、１２月には 国際連盟を脱退し、ヴェルサイユ条約を破棄した。翌

年、ヒンデンブルク大統領が死去し、ヒトラーは首相に加え大統領を兼ね、

総統となった（“第三帝国”の成立）。３５年、ザール併合を住民投票に

よって成功させた。これは、ナチス政権による最初の領土拡大の成功であ

る。再軍備宣言を行い、義務兵役（徴兵制）を復活させた。これに対して、

フランス・イタリアは、対独ステレーザ戦線を結成して警戒するも、宥和

外交に走るイギリス保守党は、英独海軍協定によって、ドイツの再軍備と

ヴェルサイユ体制の崩壊を自ら認めてしまった。これに対しても、フラン

スは仏ソ相互援助条約によって警戒を強めた。 

 

国内では、３５年、ニュールンベルク法を制定し、ユダヤ人などへの迫

害を開始して、強制収容所での虐待・虐殺行為が行われるようになる。３

６年からは四ヵ年計画が開始され、軍事転用が可能な高速道路であるアウ

トバーンの建設や、国内生産の奨励が行われ、失業率減少した。また、ロ

カルノ条約を一方的に破棄し、非軍事化が定められていたラインラントへ

の進駐を成功させる。ドイツと同様に国際的に孤立し、海外で侵略行為を

続けていたファシズム国家であるイタリアとベルリン＝ローマ枢軸を結

んだ。ドイツはこのイタリアとともにスペイン内乱に干渉し、ファシズム

勢力の反乱軍を支援した。この内乱に対して、英仏ソは不干渉委員会を結

成するも、ソ連は公然と人民戦線の政府軍を援助し、ドイツ・イタリアは

ゲルニカ空爆などで実戦に参加している。この内乱はファシズム勢力側の

勝利で終結した。 

 

この内乱の最中、３７年に日独伊防共協定が結ばれた。これは、反ソ連

合というよりも、反共を表明することで資本主義諸国の歓心を得ようとす

ることが目的であったようだ。翌年、ヒトラーは、様々な脅迫手段によっ

て自らの出身地であるオーストリア政府に、ドイツとの合邦を認めさせた。

更なる国土拡大を試みるヒトラーは、チェコスロバキアのズデーテン地方

に着目し、ドイツ系が多いという理由で、この地方の割譲を要求した。こ
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こに戦争の危機に瀕するが、どうしても戦争を回避したいチェンバレン英

首相は、英仏独伊の代表によるミュンヘン会談を提案し、開催された。宥

和外交に走るチェンバレン英首相とダラディエ仏首相は、当事者のチェコ

スロバキア代表がいないままに、ドイツの要求が認められた。これに対し

て、階段に呼ばれなかったソ連は、英仏に対し、疑心暗鬼となり、後の独

ソ接近の遠因となった。 

 

３９年、ドイツはズデーテン地方以外のチェコ全土を併合し、スロバキ

アを保護国としてしまった。すなわち、前年の英仏の妥協と譲歩は無意味

なものになってしまったのである。ヒトラーは、領土拡大の矛先をポーラ

ンドへむけ、またもドイツ系が多いダンチヒを中心とするポーランド回廊

の割譲を要求した。しかし、さすがに英仏はポーランドと相互援助条約を

結んでおり、これを認めるわけにはいかない。これに対して、８月に極東

で日本とノモンハン事件を交えたソ連は、英仏への疑いをいまだ持ってお

り、英仏とソ連の二正面作戦を回避したいドイツとの現実的利害が一致し

て、独ソ不可侵条約が結ばれた。１週間後の９月１日、ポーランド侵攻が

開始された。すなわち、第２次世界大戦勃発である。３日に英仏がドイツ

に対して宣戦布告を行った。これは、ヒトラーにとっても意外な事態であ

ったが、この２カ国がポーランド援助への行動を起こすことはなかった。

独ソ不可侵条約の秘密協定に基づき、ソ連も東部国境を越境し、１９２０

年のソ連＝ポーランド戦争で失ったカーゾン線以東の白ロシア・ウクライ

ナの一部を奪還した。ちなみに、この際にソ連軍によって、ポーランド役

人や軍人数千人を虐殺したカチンの森虐殺事件が発生した。このような中、

ドイツは、空軍による空襲と大戦車部隊による攻撃である電撃作戦によっ

て３週間でポーランドを征服した。ポーランドを征服した後も、英仏とド

イツは戦争状態にあるにもかかわらず、直接、交戦をすることはなかった。

この状況は、“奇妙な戦争”と呼ばれる。また、この時期、ソ連はフィン

ランドに侵略し、国際連盟を除名されるも、領土を拡大させている（ソ＝

フィン戦争）。 

 

４０年４月、ドイツは中立国であるデンマーク、ノルウェーを相次いで

占領して、北欧を制覇し、次いで５月には、同じく中立国であるベルギー、

オランダを占領して、フランス侵入を容易にした。結果、イギリスではチ

ェンバレン内閣が崩壊し、代わってチャーチル内閣が成立したが、６月か

らのフランス侵攻では、軽々とマジノ線が突破され、ポーランド侵攻の時

と同様な電撃作戦によって、ドイツ軍は快進撃を続けた。英仏軍３０万は

大西洋岸のダンケルクに追いやられ、装備を放棄し、イギリスへと逃亡し

た。１０日には、ドイツの勝利を確信したムッソリーニが、これに便乗し

ようとドイツ側で参戦し、１４日にはパリが陥落した。フランス政府では

軍人のペタンが組閣し、ドイツに対して降伏した。フランスは、ドイツ軍

による占領地域（北部）と、ペタン首相による自由地域（南部）に分割さ

れ、後者は首都の名を取って、ヴィシー政府と呼ばれた。また、フランス

を脱出した者や海外仏領植民地の勢力をまとめてド＝ゴール亡命政権（自
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由フランス）が結成された。ナチス・ドイツはフランス北部を治めること

になるが、フランス人の地下組織レジスタンスの抵抗運動も活発であった。 

 

８月、フランスを制覇したドイツ軍によるイギリス空襲が始まり、バト

ル・オブ・ブリテンが開始された。爆撃機の数自体はドイツ軍の方が多か

ったが、これまでにイギリス軍がレーダーの開発など準備を整えており、

ドイツの対英作戦は思うように進まなかった。ドイツが当初、予定してい

た作戦とは、まず、港・飛行場・基地に対する空襲・破壊、次に、大都市・

工業地帯・鉄道への爆撃、これで麻痺状態にした後に、最後に上陸である。

しかし、実際には第一段階すらままならず、結局、４０年の冬にはイギリ

ス上陸作戦を断念せざるを得なかった。 

 

この間、９月に、ドイツの軍事的成功を背景に、日独伊三国軍事同盟が

成立した。これによって、日本は、米英との対立を決定的なものとした。

また、ドイツ・日本に挟まれるソ連にとっては、これに警戒し、さらに、

ドイツがバルカンへ進出すると、第一次大戦前のパン＝ゲルマン主義とパ

ン＝スラヴ主義の対立のごとく、独ソの有効は揺らぐこととなった。 

 

さて、アメリカのルーズベルト政権は、従来から続く孤立主義外交もあ

って、開戦と同時に中立を宣言した。しかし、開戦の３９年１１月には、

中立法を改正して英仏に武器援助を開始し、これによってイギリスは対独

抗戦を可能にした。４０年１１月の大統領選によって史上初の三選を果た

すと、「四つの自由」というドクトリンを発表し、ファシズムを強く非難

した。４１年の３月には、武器貸与法を成立させ、イギリスのみならずソ

連にも武器の輸出を可能にし、これが後の独ソ戦に影響したとも言える。

８月には、イギリスのチャーチルとの大西洋会談を行い、反ファシズムの

宣言を発表した。 

 

４１年６月、バトル・オブ・ブリテンに敗れたドイツは、独ソ不可侵条

約を破棄し、ヒトラーのかねてからの目標であるスラヴ民族の奴隷化、す

なわち、ソ連の征服に乗り出し、独ソ戦が開始された。日本のゾルゲなど

のスパイ活動によって、ドイツの侵入を予想する報告がなされていたが、

スターリンは無視していた。長年にわたるスターリン粛清による赤軍の弱

体化や無策によってソ連軍は大きく後退し、対して、ドイツ軍による電撃

作戦（バルバロッサ作戦）を展開し、快進撃を続けた。ソビエトの穀倉地

帯であるウクライナやかつての帝政ロシアの都があったレーニングラー

ドを奪うも首都モスクワでの攻防では、一足早冬将軍によって、ドイツ軍

の前線は一時的な後退を余儀なくされた。また、日独伊三国軍事同盟に基

づき、ドイツは日本に対して、ソ連への宣戦を促すも、日本は南方での資

源確保を優先し、独ソ戦に加わることはなかった。 

 

１２月、太平洋戦争開戦により、日米戦が始まり、日独伊三国軍事同盟

に基づいて、独伊が対米宣戦。新たな局面が開始された。翌４２年８月に

は、体制を整えたドイツ軍が再びソ連領内を突き進み、スターリングラー
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ドの戦いが開始された。当初、ドイツ軍がこの都市を包囲し、市街の大半

を占領したが、ソ連側の抵抗は凄まじく、補給路が延びきっていたドイツ

軍は、ソ連軍に包囲された。翌４３年２月にドイツ軍が降伏し、大失敗と

なり、以後、東部戦線でのドイツ軍の進撃は止まる。 

 

時同じくして、米英の首脳はカサブランカ会談を開き、シチリア上陸作

戦や敵国の無条件降伏の原則を確認した。また、戦後、占領地の統治を占

領国に任せるという原則も作られ、スターリングラードの戦いで参加でき

なかったソ連もこれを承諾した。北アフリカ戦線では、４２年のエル・ア

ラメインの戦い以後、後退が続いていたが、４３年になって連合軍は全面

攻勢を開始し、９月にはイタリアのシチリア島に上陸した。ムッソリーニ

はファシスト党内から責任を追及され、次いで、国王から首相を罷免され

て逮捕された。続いて組閣したバドリオは連合国に無条件降伏を行い、対

独宣戦を行ったが、すぐさまドイツ軍が進駐し、ムッソリーニも救出され、

北イタリアにイタリア社会共和国と言う傀儡政府が成立した。 

 

連合国がシチリア島に上陸した頃、東部戦線ではクルスクの戦いが行わ

れ、この戦いで、ドイツ軍は大幅に兵力を消耗し、以後、西へ向かって配

送を続けることになる。さらに、１１ 月には米英ソ首脳によるテヘラン

会談が行われ、スターリンは米英に対し第二戦線（西部戦線）の形成を要

求し、翌４４年６月にはノルマンディー上陸が決行され、成功した。８月 

にはパリ解放が開放されたが、これは連合軍を目前にしたレジスタンスに

よる自力解放と言われている。８月からはダンバートン＝オークス会議が

開催され、連合国が国際連合設立を討議し、早くも戦後社会の構築が進め

られた。 

 

西部戦線でも完全に劣勢に立たされたドイツは、ベルギーでのアルデン

ヌ反攻を試みるも、最終的に失敗となる。また、制空権も奪われ、連日に

ように空襲に遭うが、Ｖ２ロケットを開発し、ロンドンなど遠隔地への攻

撃を試みた。しかし、大した効果も挙げることができずに、戦線は次第に

ドイツ国内に迫っていった。４５年になると、ソ連によってポーランドも

奪われ、２月にはヤルタ会談にて、米英ソ首脳間において対独戦後処理に

ついて討議された。イギリスのチャーチルは共産主義の拡大を懸念してお

り、ソ連に警戒を持っていたが、ルーズベルトは重病にかかっており、ポ

ーランド国境問題などスターリンの要求を次々と認めていった。しかし、

ドイツの敗戦には影響せず、４月下旬にはソ連軍がベルリンを包囲し、４

月３０日にはヒトラーは自殺し、５月７日にドイツは降伏して、欧州戦線

は終結した。 
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３３３３    考察考察考察考察    

  
    ◎◎◎◎権力権力権力権力をををを握握握握ったったったったナチスナチスナチスナチスははははドイツドイツドイツドイツをどのようをどのようをどのようをどのようにしてにしてにしてにして変変変変えたかえたかえたかえたか。。。。    

  
 １９３３年１月末、ナチスは、伝統右翼との連立政権の形でヒトラー内

閣を成立させた。ヒトラー内閣は、議会を解散して選挙を行い、警察権力

をも動員したテロリズムで共産党を葬り（国会議事堂放火事件）、「国民

と国家の防衛のための緊急命令」でワイマール憲法の人権規定を廃止した

が、選挙の結果、過半数を得られず、３月、伝統右翼の国家人民党の協力

を得て全権委任法を成立させ、政府の独裁権を確立した。 

 

 その後は、「国民革命」の名の下に、均制化を強行し、ナチス以外の全

政党・組合・団体・地方自治体を解体し、「党と国家の一体制確保法」に

より完全な一党独裁を完成した。そのようなナチス独裁の下では、秘密国

家警察（Gestapo・ゲシュターポ）が行政技術的合理性をもって一切の反

体制運動を抹殺し、「指導者原理」の名によるカリスマ的指導者ヒトラー

総統への盲目的忠誠が強制され、「人種神話」の基づく排他主義と反ユダ

ヤ主義が宣伝され、後者はニュールンベルク法による生物学的・人種殲滅

的なものに強化された。（ドイツ人でも精神病者・不具者・ホモなどは断

種または殺害の対象となった。） 

 

 このような、政治テロによる犯罪者国家の形成と並行して、経済政策面

では、シャハト（Schacht）経済相兼中央銀行（Reichsbank・ライヒスバ

ンク）総裁の代表する独占資本の全面的協力を得て、経済の軍事化と自治

体制（Autarkie・アオタルキー）づくりが急がれ、再軍備と合わせて失業

者は減少した。しかし、労働組合は禁止され、企業家を産業指導者、労働

者を産業従属者とする中世風の身分秩序が強制されることにより、労働者

階級の実質所得は半分以下に減少した。このような大資本癒着の政策に反

対し、第二革命を訴えるナチス左派もいたが、３４年６月のレーム事件で

粛清された。それゆえ、ナチス支配を「金融独占資本の最も凶暴な支配形

態」とする見方が成立するわけであるが、同時にナチス政権下では、ドイ

ツ帝国時代以来の旧支配階級に対して中下層出身者がナチス組織を通じ

て社会的上昇を遂げており、中産階級を担い手として発展してきたファシ

ズム運動の特色も表れている。 

  
 

    ◎◎◎◎ドイツドイツドイツドイツのののの敗因敗因敗因敗因    

  
１．戦争初期における電撃作戦など威力を発揮したヒトラーの戦略判断も、

スターリングラードの戦いなど戦争後半においては、無力なものとなっ

ていた。 

２．限られた資源や生産能力が、長期戦に耐えることができなかった。 
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３．短期決戦の必要性をヒトラーは気づいていたが、バトル・オブ・ブリ

テンや独ソ戦などの重要局面で、作戦の繊細さや部隊の質が欠けていた。

（つまり、電撃作戦が可能な局面以外では大した戦跡を上げられない。） 

４．アメリカに宣戦してしまった。（対米戦はアメリカが宣戦してきたの

ではなく、日独伊三国軍事同盟に基づくドイツによる対米宣戦によって

始まった。） 

  
 

    ◎◎◎◎日独伊日独伊日独伊日独伊のののの敗戦過程敗戦過程敗戦過程敗戦過程のののの比較比較比較比較    

  
ドイツや日本は終戦まで大規模な放棄やストライキなどの反戦・反体制

運動が起こらなかったが、イタリアでは支配者層の分裂を背景に国王や軍

部によってムッソリーニ政権が倒れた。代わって成立したバドリオ政権は

休戦協定を連合軍と結びドイツへ宣戦した。依然としてファシズムが支配

する北部イタリアは、レジスタンスにより解放された。ドイツでは、国内

まで連合軍が侵入し、ヒトラーが自殺した後に無条件降伏を受け入れ、四

国分割占領により国家主権は消滅した。日本では、ミッドウェー海戦以降、

徐々に制空権を失い、１９４５年の東京大空襲などでは大きな被害を受け

たが、沖縄を除いて本土決戦は行われなかった。広島・長崎に原爆が投下

され、ソ連の参戦による米ソの対立もあってポツダム宣言を受諾する形で

無条件降伏を受け入れたが、戦後もアメリカの単独占領であり、天皇制お

よび日本国政府は存続した。 

  
 

    ◎◎◎◎戦後社会戦後社会戦後社会戦後社会へのへのへのへの影響影響影響影響    

  
ドイツ国内はもとより欧州各地を荒廃させてしまったのは無論である

が、戦後、西独のアデナウアー政権による高度経済成長などにより、意外

と早期に経済復興をなし得た。しかし、チャーチルの予想以上に快進撃を

続けたソ連によって支配された東欧諸国は、カサブランカ会談によって定

められた占領地の統治を占領国に任せるという原則によって、ソ連の指導

下で次々と共産化し、ソ連の衛星国となってしまった。これは、ソ連の大

国化を意味し、冷戦の大きな遠因となってしまった。 
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